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中小企業支援策のポイント解説！
令和7年度補正予算案発表！
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❶ 補正予算とは

年度の途中に追加で必要となる歳費を賄うため、国が新たに計上する予算のことです。今

回の補正予算案を読み解くことで、来年度の補助金などの方向性を事前に把握できます。

年度途中で追加編成される予算

緊急性・優先度の高い施策

中小企業支援が重点
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❷ 補正予算案の3つの柱

今回の補正予算案は、主に「省力化」「成長投資」「賃上げ」の3つが大きな柱となっています。

賃上げ実現性の

重視

多くの補助金で「賃上げ」が重要な要件となりつつあります。生産性向上と
賃上げの連動性がこれまで以上に求められ、補助金の審査においても賃上
げの実現可能性が、より重要な評価ポイントとなることが想定されます。

成長投資支援の
拡大

売上高10億円から100億円までの中堅企業を国が本格的に後押しする方
針が明確になりました。予算規模は4,121億円（既存基金含む）となり、企業
の持続的な成長を支援します。4,121億円

省力化投資支援の
強化

人手不足の解消や生産性向上に直結する投資を重点的に支援する方針が示
されました。ロボット・自動化ラインなど、省力化投資を重点的に支援する方
針が明確になり、既存基金から約1,800億円の予算が確保されています。1,800億円
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❸ 注目の補助金制度

省力化投資補助金

＼ポスト「ものづくり補助金」／

対象となる投資

✓ロボット導入による自動化

✓自動化ラインの構築

✓各種省人化ツールの導入

大規模成長投資補助金

＼中堅企業の飛躍を支援／

対象・目的

✓中堅企業のさらなる成長
後押し

✓地域経済を牽引する投資

✓持続的な賃上げへの貢献

デジタル化・AI導入補助金

＼旧IT導入補助金／

AIを活用する業務効率化

より広範なデジタル化、

特にAI技術を活用した生産

性向上が重点支援対象へ。
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➍ 各補助金への影響

ものづくり補助金がなくなり

再編・統合の可能性

省力化投資

成 長 投 資

・・・自動化・ロボット導入生産性向上

・・・大規模投資持続的賃上げ

ものづくり補助金の再編・統合の可能性

今回の予算案では「ものづくり補助金」の名称がなくなり、
代わりに「省力化投資」や「成長投資」が中心施策として
掲げられました。

10年以上続いた本補助金が、他の補助金に再編・統合さ
れる可能性があります。

デジタル化・AI導入補助金

従来のIT導入補助金は「デジタル化・AI導入補助金」へと
名称が変更されました。

積極的にAIを活用する業務効率化など、より広範なデジ
タル化が補助対象となる可能性が示唆されています。

省力化投資補助金

ポストものづくり補助金として注目されており、既存基金
から約1,800億円の予算が確保されています。

申請が集中する可能性が高いため、早めの情報収集と検
討をお勧めします。

大規模成長投資補助金

中堅企業の成長を後押しするため、「100億宣言」をした
企業向けに1,000億円規模の別枠予算が用意されてい
ます。本補助金を申請する際は、事前の100億宣言もご
検討ください。
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❺ 今からできる準備

準備チェックリスト

 経営の棚卸しと分析
自社の強み・弱み、財務状況（収益構造）を整理し、事業計画の基礎を固める。

 設備投資案の比較検討
複数ベンダーから見積を取得し、費用対効果や導入後の運用体制を具体化する。

 賃上げ計画の策定
原資の確保、評価制度の見直し、労使間の合意形成など、実現可能な計画を練る。

 専門家への早期相談
認定経営革新等支援機関などの専門家と連携し、申請戦略を立てる。



最後までご覧いただき

ありがとうございました

▼▼今回の内容の公的サイトリンクは概要欄へ▼▼


